
令
和
３
年
度
臨
時
総
会
を終

え
て

令
和
４
年
３
月16
日
（水
）
ア
ー

ク
ホ
テ
ル
岡
山
に
て
令
和
３
年
度
賛

助
会
臨
時
総
会
と
正
会
員
臨
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
役
員
改
選
案
が
審
議
さ

れ
、
正
会
員
幹
事12
名
、
賛
助
会

員
幹
事10
名
が
推
薦
を
受
け
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
各
幹
事
よ
り
新
年
度
の

代
表
幹
事
と
し
て
山
縣
健
太
郎
氏
、

総
務
系
副
代
表
幹
事

佐
々
木
満
氏
、
事
業
系

副
代
表
幹
事
に
海
野
雅

之
氏
ま
た
賛
助
会
幹
事

長
は
植
田
誠
二
郎
氏
、

副
幹
事
長
に
は
横
田
亜

都
伯
氏
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

引
続
き
設
立35
周
年
記

念
講
演
・式
典
を
開
催

し
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
、

未
来
に
向
け
て
希
望
溢
れ

る
団
体
と
し
て
の
激
励
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
で
は

蝦
名
宇
摩
様
に
よ
る
津
軽

三
味
線
・三
線
・民
謡
弾

語
り
に
よ
り
心
洗
わ
れ
た
後
に
、

３
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
充

実
し
た
例
会
が
開
催
で
き
ま
し
た
。

一年
間
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

総
務
系
副
代
表
幹
事大

月
始

岡
山
建
築
設
計
ク
ラ
ブ
は
今
年
度
設
立35
周
年
を

迎
え
、
令
和
４
年
３
月16
日
（水
）
に
ア
ー
ク
ホ
テ

ル
岡
山
に
お
い
て
記
念
式
典
、
講
演
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
感
染
終
息
の
見

え
な
い
中
飲
食
の
伴
わ
な
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

17
時
か
ら
の
記
念
式
典
で
は
、
小
川
代
表
幹
事
の

開
会
挨
拶
の
後
、
来
賓
紹
介
、
建
築
士
会
の
塩
飽
会

長
と
建
築
士
事
務
所
協
会
の
丸
川
会
長
の
祝
辞
の
後

「30
周
年
か
ら30
周
年
の
歩
み
」
を
ス
ラ
イ
ド
に

て
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
第30
代
か
ら34
代

の
代
表
幹
事
、
幹
事
長
に
記
念
品
を
贈
り
、
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

18
時
か
ら
の
記
念
講
演
は
、
蝦
名
宇
摩
市
氏
の
迫

力
あ
る
津
軽
三
味
線
・三
味
線
に
よ
る
民
謡
弾
き
語

り
で
し
た
。

19
時10
分
か
ら
次
年

度
幹
事
の
紹
介
に
続
き
、

次
期
山
縣
代
表
幹
事
・

植
田
次
期
幹
事
長
の
挨
拶
。

最
後
に
、
山
田
幹
事
長
挨

拶
で
全
て
を
終
え
ま
し
た
。

い
ま
だ
出
口
の
見
え
な

い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
全
て
の

35
周
年
の
事
業
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
、
会
員
の
皆

さ
ま
や
多
く
の
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
岡
山
建
築
設

計
ク
ラ
ブ
が
楽
し
く
、
有

意
義
な
事
業
が
継
続
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

記
念
式
典
等
の
報
告
と
い

た
し
ま
す
。

35
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
大
垣
克
己

開催日時 令和３年１２月１日(水)１８時〜
開催場所 アイランドオイスター(北区幸町)
染対策を万全に取り懇親会を開催致しまし

た。 46名もの方々にご参加いただき、 久々
の懇親を深める事ができました。
コロナ禍という事もあり例年のイベント 的
な事は自粛致しましたが、充分にコミュニケ
ーションを深める事ができ、正会員・賛助会
員の絆が深まりました。

親睦委員長 佐々木 満

〒700-0022

岡山市北区岩田町2-26 ニュー中桐ビル2Ｆ
TEL.086-233-1276

FAX.086-233-8351

岡山建築設計クラブ
URL http://www.optic.or.jp/okcc/

E-mail okcc@optic.or.jp

積
水
ホ
ー
ム
テ
ク
ノ
株
式
会
社
中
四
国
ウ
ェ
ル
ス
営
業
所

関
健
吾

今
年
、
中
学
校
に
な
る
息
子
が
幼
稚
園
の
頃
に
一緒
に
始
め
た

極
真
空
手
が
も
う
す
ぐ
６
年
に
な
り
ま
す
。
特
に
最
近
は
「型
」

が
覚
え
ら
れ
ず
、
小
さ
な
子
供
た
ち
に
追
い
抜
か
れ
て
ば
か
り

で
す
。
頭
の
衰
え
と
痛
み
に
ム
チ
打
っ
て
稽
古
に
精
進
し
て
お

り
ま
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「こんな私ですがよろしくお願いしますコーナー」

２
０
２
１
年
入
退
会
報
告

退
会

•

正
会
員

㈲
料
治
建
築
設
計
事
務
所

•

賛
助
会
員
リ
テ
ー
ル
㈱

会
員
数

正
会
員

32
社

賛
助
会
員
47
社

編
集
後
記

桜
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
気
持
ち
良
い
お
花
見
日
和
が
続
い
て

い
る
の
に
、
大
勢
で
お
花
見
に
行
く
の

も
何
だ
か
気
が
引
け
る
。
開
催
し
て
も

大
丈
夫
か
・い
け
な
い
の
か
、
こ
の1

年
は
決
断
す
る
こ
と
が
難
し
い1
年

だ
った
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

工
夫
し
な
が
ら
最
大
限
に
楽
し
め
た
の

は
Ｏ
Ｋ
Ｃ
だ
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

岩
水
開
発
㈱

浜
野
未
雪

㈱
ビ
ィ
ー
テ
ィ
ー
エ
ス
川
井
陽
子

設
立35
周
年
記
念
式
典
・

講
演
を
終
え
て

小
松
ウ
オ
ー
ル
工
業
株
式
会
社
岡
山
支
店
井
村
孝
太

37
歳
に
な
り
、
前
日
の
お
酒
が
な
か
な
か
抜
け
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
大
好
き
な
お
酒
な
の
で
、
次
の
日
を
気
に
し

て
セ
ー
ブ
し
て
飲
む
と
い
う
こ
と
が
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
。
皆
様
と

楽
し
い
お
酒
を
飲
め
る
の
を
楽
し
み
に
、
お
仕
事
頑
張
り
ま
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー
株
式
会
社
岡
山
営
業
所
上
岡
義
和

岡
山
県
瀬
戸
内
市
出
身
で
す
。

休
日
は
ジ
ョギ
ン
グ
、
自
転
車
、
ゴ
ル
フ
な
ど
で
日
頃
の
運
動
不

足
を
解
消
し
て
い
ま
す
。
毎
回
筋
肉
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
委
員
会
、
各
会
に
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

FILE/2022
春 号

三
協
立
山
株
式
会
社
三
協
ア
ル
ミ
社
岡
山
営
業
所

徳
留
剛

出
身
地
は
鹿
児
島
県
出
水
市
で
、
出
水
市
は
、
日
本
一の
鶴
の
渡
来
地
で
す
。
４
月
か
ら
広

島
市
よ
り
、
岡
山
市
で
初
め
て
の
単
身
赴
任
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
元
々
、
方
向
音
痴
な
の

で
土
地
に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
明
る
く
楽
し
く
地
に
馴
染
め
た
ら
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
趣
味
と
し
ま
し
て
は
、
週
末
の
競
馬
で
す
。

色
々
な
想
像
し
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
予
想
す
る
の
が
楽
し
く
て
、

気
が
付
け
ば
、20
年
程
度
キ
ャ
リ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
一口
馬
主
も
や
っ
て
お
り
、
出
資
馬
８
頭
が
お
り
、
出
走
時

の
応
援
は
何
と
も
例
え
よ
う
が
な
い
ド
キ
ド
キ
感
が
有
り
ま
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
一年
を
振
り
返
っ
て
幹
事
長

35
周
年
を
迎
え
た
本
年
度
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
世
界

中
が
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
一年
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
自
国
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
平
和
の
祭
典
の
興
奮
と
感
動

が
冷
め
や
ら
ぬ
間
に
起
き
た
、
大
国
に
よ
る
侵
略
行
為
。
ま
さ

に
激
動
の
一年
で
し
た
。

す
べ
て
の
催
し
物
、
イ
ベ
ン
ト
に
開
催
の
意
義
、
意
味
が
問

わ
れ
続
け
る
中
、
「挑
戦
か
ら
継
続
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
新

た
な
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
な
が
ら
各
例
会
、
ワ
ン
デ
ー
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
お
力
で
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
愛
す
べ
き
岡
山
建
築
設
計
ク

ラ
ブ
が
次
の
節
目
に
向
か
っ
て
着
実
な
歩
み
を
進
め
、
発
展
し

続
け
、
会
員
相
互
の
連
帯
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

幹
事
長
山
田
健

こ
の
一年
を
振
り
返
っ
て
代
表
幹
事

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
る
一年
に
な
り
ま
し
た

が
、
何
と
か35
周
年
度
を
終
え
ら
れ
た
感
じ
で
す
。

ど
の
事
業
も
、
計
画
し
て
は
、
す
る
か
？
し
な
い
か
？
で
き
る

か
？
で
き
な
い
か
？
の
繰
り
返
し
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に35

周
年
記
念
式
典
は
、
な
か
な
か
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
下
が
ら
な

い
状
態
で
、
岡
山
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ
れ

た
直
後
の
、
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
こ
れ
も
、

Ｏ
Ｋ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
日
ご
ろ
の
行
い
の
お
陰
で
し
ょ
う
か
？

今
年
度
は
、
懇
親
会
が
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
く
寂
し
い
一年

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
納
涼
例
会
の
自
己
Ｐ
Ｒ
大
会
や
、
淡

路
移
動
例
会
、
忘
年
例
会
な
ど
、
Ｏ
Ｋ
Ｃ
だ
か
ら
で
こ
そ
の
楽

し
い
一年
で
し
た
。
副
代
表
、
幹
事
長
、
各
委
員
長
に
は
、
頼

り
っぱ
な
し
の
一年
で
し
た
が
、
無
事
、
役
目
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ど
の
事
業
も
、
一人
で
は
で
き
な
い
、
み
ん

な
で
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
一年
で
し
た
。

皆
様
に
感
謝
、
感
謝
で
す
。
本
当
に
、
一年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

代
表
幹
事

小
川
修
市

忘年例会報告



・笑
み
じ
わ
も
節
目
祝
い
し
増
す
Ｏ
Ｋ
Ｃ

（お
っさ
ん
わ
た
か
っち
ゃ
ん
）

・記
念
日
を
忘
れ
て
妻
は
塩
対
応

（虎
太
郎
）

・記
念
日
の
前
に
夫
婦
で
大
ゲ
ン
カ

（祝
え
る
か
な
ぁ
～
）

・学
生
服

記
念
に
保
管
も
処
分
さ
れ

（ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
母
の
子
）

・子
の
入
学

記
念
と
妻
は
服
造
る

（ヘ
イ
さ
ん
）

・君
と
僕

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
人
生
歩
む

（誓
い
あ
う
二
人
）

・銀
婚
の
記
念
は
何
も

な
か
り
け
り

（歌
迷
人
）

・言
った
よ
ね
＃
何
度
も
言
った
忘
れ
て
る
ぅ
？
（怒
り
爆
発
）

・記
念
日
と
い
え
ば

Ｇ
１
に
重
賞
に
今
は
馬
娘

（タ
ル
ー
ン
）

・記
念
日
を
覚
え
て
い
れ
ば

良
い
旦
那

（山
登
り
）

・ケ
ー
キ
だ
ぞ
？
今
日
は
何
か
の
記
念
日
か

（け
ん
３
号
）

・記
念
品

目
当
て
に
一句

ひ
ね
る
か
な

（Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｒ
ｅ
ｘ）

・三
月
四
日

二
十
七
年
前
に
同
級
生
か
ら
夫
婦
に
な
った
記
念
の
日
か
な

（夫
婦
漫
才
）

・今
日
だ
け
は
な
に
が
な
ん
で
も
定
時
死
守

（帰
路
一直
線
マ
ン
）

・記
念
日
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
ぅ
～

�

（マジ
で
忘
れ
た
や
ば
い
奴
）

・記
念
・紀
念

明
治
・大
正
紀
念
が
多
い

（世
界
平
和
を
祈
念
し
ま
す
）

・記
念
日
に
お
隣
ダ
イ
ヤ
買
った
っ
て

（料
理
大
好
き
じ
じ
ぃ）

・思
い
出
に
笑
顔
重
な
る
記
念
の
日

（冬
イ
タ
チ
）

・記
念
日
を
給
料
前
は
忘
れ
た
い

（い
い
歳
の
エ
リ
❘

）

・記
念
日
だ

き
づ
い
た
と
き
は
も
う
遅
い

（あ
ら
ふ
ぃ
ふ
）

・記
念
日
と

は
し
ゃ
ぐ
横
顔

愛
ら
し
い
♡

（母
性
が
駄
々
洩
れ
♡
）

結婚以来○○年料理に「チャレンジ」
孫に撮ってもらいました。
どうだ腕前は？・・・・・

チャレンジの代償
プライベートでチャレンジしすぎて手首を骨

折しました。
全治一か月です。。

安来節

写真 お題「チャレンジ」

「わ
ん
ぱ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

登
森
裕
也
氏

（(

株)

芝
岡
）

Ｏ

Ｋ
Ｃ

川
柳

お
題

「
記

念
」

ノンストップ⻘春チャレンジ！！

「鴨居」あー、だめだ、とどかない〜。

令
和
３
年
度
「川
柳
大
賞
」
「写
真
大
賞
」
発
表

35
周
年
記
念
式
典
で
の
投
票
を
厳
正
な
開
票
の
結
果
、
次
の

方
々
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
「川
柳
」

「写
真
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
応
募
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川
柳
大
賞

最
優
秀
賞

お
題

「記
念
日
」

記
念
日
だ
き
づ
い
た
と
き
は
も
う
遅
い
（あ
ら
ふ
ぃ
ふ
）

實
森
健
二
氏
（大
光
電
機(

株)

）

優
秀
賞

お
題

「二
刀
流
」

嫁
愛
し
彼
女
も
愛
す
る

二
刀
流
（ジ
ロ
ー
ラ
モ
）

山
信
司
氏

（
（株
）
西
友
環
境
）

優
秀
賞

お
題
「ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」

派
遣
社
員
素
顔
を
見
ぬ
ま
ま
寿
退
社

（Ｐ
・Ｍ
・
奥
様
は
マ
ス
ク
美
人
）

小
林
正
憲
氏

（三
協
立
山(

株)

）

写
真
大
賞

優
秀
賞

お
題

「チ
ャ
レ
ン
ジ
」


